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	「新しみ」というフィクション──言説によるその構築を考える
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(600字／
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	たとえば、「新ミハ俳諧の花也」（『三冊子』）という蕉風俳諧の言葉にも端的に表れているとおり、あるものの新しみは、それ自体、ひとつの価値とみなされる。それゆえ、ひとは、しばしば、そうした価値を確かなものとし、あるいは再現可能なものとするために、「新しみとは何か」という本質論的な問いを掲げることになる。
しかし、あるものの新しみが語られるとき、そのありようは、もちろん対象によってさまざまに異なる。同時代的には注目されていなかった対象の新しみが後世になって語られるようになる場合や、歴史的なものであるはずの新しみがどういうわけか不朽のものと捉えられている場合、あるいは、新しかったという言及は一貫して見いだされるにもかかわらず語られる新しみの内実が変容していく場合、同時代的に新しいとされた対象がその後忘れられて顧みられなくなる場合などが考えられる。また、その対象も、芸術作品、思想、社会現象、科学技術など、多岐にわたる。
新しみがひとつの社会的な価値だとするならば、その価値は、対象に所与のものとしてあるわけではないだろう。それらは、そのつど、同時代のまとまった言説を通じて構築されるものと考えられる。新しみの観念そのものを考えるというよりは、むしろ、対象の新しみを構築する言説の枠組みを分析することにより、言説が新しみを価値として形成するありようを問う場としたい。
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「眼中」から「頭の中」へ──高屋窓秋と高浜虚子の句の創作過程と新しみの生成
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明治期に正岡子規の主導する『日本』派の俳句革新運動において提唱された「写生」の方法は、写生文の形態を介して、その後のリアリズム小説の源流になったともされる。一方、俳句の範疇においては、とりわけ1931年（昭和6年）以降の新興俳句運動の展開のもと、従来の「写生」とは異なる方法の探究により、これを意識的に乗り越えようとする動きが活発になっていく。そのなかにあって、1932年（昭和7年）1月の『馬酔木』誌上に発表された高屋窓秋の《頭の中で白い夏野となつてゐる》という句は、表現されたイメージとその表現様式によって、新興俳句運動のさらなる展開を準備した画期的作品とみなされてきた。しかし、これを、たとえば、高浜虚子が1903年（明治36年）10月の『ホトヽギス』誌上に発表した《秋風や眼中のもの皆俳句》といった句と比較するとき、前者の新しみはいかなる枠組みにおいて評定されるだろうか。
本発表では、窓秋の「創作態度や方法」に根本的な新しみを見出す川名大の論を踏まえつつ、両句の作者によるそれぞれの句の創作過程についての回想的記述をもとに、虚子の「写生」の方法と窓秋の方法の違いを整理し、そのうえで、窓秋の句の新しみがいかに構築されてきたのか考察する。窓秋の句の発表当時の受容のありようは、先行研究においていまだ充分に顧みられてきたとはいいがたい。同時代に見出された句の新しみとその後の評価とのずれについても、合わせて検討したい。
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